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取材を終えて 
　先生の生きがいは、クラブ員の人たちが笑顔
で楽しくお花を生ける姿を見ることだそうです。 
　いつまでも健康でご活躍されますよう頑張っ
てください。　　　　　　　　　　　（鈴木義彦） 

私たちと一緒に活動してみませんか！！ 

真剣なまなざしでお手本を見せる先生 

　今回、豊田地区のイベントには欠かせない存
在となっている、茶華道クラブの皆さんを取材
しました。 
 
♪　クラブ発足のきっかけは？ 

　昭和48年に始まった金助桜まつりのおり、
豊田区公民館にて婦人会員として、いけ花展
示と抹茶を振舞うことになりました。その後、
昭和54年に豊田学共ができた際に、茶華道ク
ラブを発足させました。 

 
 

♪　茶華道クラブのお稽古はどこでやってみえ
ますか？ 
　豊田学共にて、毎月第2、第4土曜日に午後
7時から10時までお稽古をしています。 

　現在、会員を募集していますので、興味の
ある方はお気軽にお越しください。 

 

♪　現在の活動状況は？ 
　多くの方に親しんでもらえるよう、保育園、
児童センター、JA、高齢者施設、ハートフル
大口等に伺っています。 
　今年は愛知県民茶会にも参加し、茶会の作
法の勉強も行いました。 

議会報告会を開催しました 
一般質問 「企業誘致のPR方法は」 

 「高齢者肺炎球菌ワクチンの救済措置を」ほか 
議会あれこれ　「ペーパーレス会議を導入！」 

「町内企業を見学」ほか 
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～
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発行：愛知県大口町議会 

議会だより 議会だより 井上豊子先生と茶華道クラブの皆さん 
～45年続く金助桜まつりとともに～ 

表紙の写真 
　年少の園児たちにとっ
て初めての生活発表会。 
　ドキドキしている様子
でしたが、温かい拍手を
もらってうれしそうな表
情です。 

（平成30年12月1日撮影 
大口中保育園） 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm
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2月28日（木） 提案説明 

3月 4日（月） 一般質問 
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3月 8日（金） 質疑 

3月11日（月） 質疑・委員会付託 

3月13日（水） 総務建設常任委員会 

3月15日（金） 文教福祉常任委員会 

3月22日（金） 討論・採決 
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議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
！！
 

　
平
成
30
年
10
月
20
日
（
土
）、
21
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
議
会
報
告
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
今
回
は
、
総
務
建
設
常
任
委
員
会
と
文
教
福
祉
常
任
委
員

会
に
分
か
れ
、
各
委
員
会
が
所
管
す
る
分
野
ご
と
に
開
催
し

ま
し
た
。
 

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
の
一
部
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

・
ど
の
よ
う
な
状
態
が
空
き

家
な
の
か
、
空
き
家
の
定
義

は
？
 

・
空
き
家
バ
ン
ク
と
は
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
な
の
か
？
 

・
空
き
家
の
所
有
者
へ
の
接

触
は
難
し
い
面
が
あ
る
の
で
、

空
き
家
の
管
理
に
問
題
が
あ

る
場
合
は
行
政
主
導
で
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
。
 

【
空
き
家
対
策
】 

（
家
庭
と
の
つ
な
が
り
）
 

・
家
庭
へ
の
啓
蒙
活
動
を
一

歩
踏
み
込
ん
だ
活
動
に
す
べ

き
。
 

（
教
師
の
多
忙
化
）
 

・
部
活
動
を
学
校
教
育
か
ら

切
り
離
し
、
民
間
に
委
託
し

て
は
ど
う
か
。
 

・
授
業
以
外
の
行
事
は
現
況

を
見
極
め
て
取
捨
選
択
し
て

は
ど
う
か
。
 

（
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
）
 

・
学
校
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
メ
ン
バ
ー
を
10
年
前
に
立

ち
上
げ
た
が
、
新
し
い
人
が

入
っ
て
こ
な
い
。
何
ら
か
の

報
酬
が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

【
大
口
町
の
教
育
】 （

災
害
時
の
要
支
援
者
対
策
） 

・
災
害
時
の
支
援
活
動
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。
 

・
支
援
す
る
の
は
区
長
（
区
）

な
の
か
民
生
委
員
な
の
か
。
 

・
支
援
者
登
録
の
た
め
に
は

個
人
情
報
保
護
な
ど
法
的
措

置
が
必
要
で
は
な
い
か
。
 

・
災
害
時
の
情
報
提
供
は
必

要
で
は
な
い
か
。
 

　
議
会
報
告
会
で
い
た
だ
い

た
ご
意
見
、
ご
要
望
に
つ
い

て
は
、
町
執
行
部
に
お
伝
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
で
に
回
答
を
得
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。
 

【
認
知
症
関
係
】 ・

北
部
ル
ー
ト
で
は
朝
の
通

勤
時
間
帯
と
夕
方
の
時
間
帯

に
し
か
ダ
イ
ヤ
が
な
い
の
で

不
便
。
ゆ
っ
く
り
買
い
物
が

で
き
る
よ
う
に
昼
間
の
時
間

帯
の
ダ
イ
ヤ
も
検
討
を
。
 

・
運
転
免
許
証
の
返
納
に
際

し
て
魅
力
あ
る
特
典
を
。
 

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
】 

・
町
道
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

や
路
面
標
示
が
消
え
て
い
る

所
が
多
い
の
で
点
検
を
。
 

・
国
道
41
号
の
6
車
線
化
工

事
の
影
響
に
よ
り
オ
ー
ク
マ

㈱
付
近
の
交
差
点
で
東
西
方

向
の
渋
滞
が
ひ
ど
い
。
信
号

機
の
時
間
を
変
更
で
き
な
い

か
。
 

【
交
通
安
全
対
策
】 

・
河
北
地
区
に
避
難
場
所
が

な
い
の
で
整
備
し
て
ほ
し
い
。
 

・
河
北
学
供
を
避
難
所
と
し

て
指
定
で
き
な
い
か
。
 

・
議
員
定
数
は
今
後
ど
う
な

る
の
か
。
 

【
そ
の
他
】 

総務建設常任委員会 
日 時  
 
会 場  
参加人数 
テ ー マ  

10月20日（土） 
午後1時30分～3時15分 
河北学習等供用施設 
22人 
空き家対策、コミュニティバス、 
交通安全対策 

文教福祉常任委員会 

町執行部からの回答 

日 時  
 
会 場  
参加人数 
テ ー マ  

10月21日（日） 
午前9時30分～11時40分 
健康文化センター1階多目的室 
19人 
第1部　大口町の教育 
第2部　認知症関係 

総務建設常任委員会の議会報告会の様子 

国道41号を東西に横断する道路の様子 
（中小口3丁目交差点東側　平日午前9時頃） 

当日配布した資料の一部。愛知県が
発行している認知症チェックリスト 

参加者の皆さんから様々なご意見をいただ
きました 

文教福祉常任委員会の議会報告会の様子 

ダイヤの充実が求められるコミュニティバス 

空き家対策 
周辺地域に悪影響を及ぼす空家等
については、行政から所有者に対
し適切な管理をするよう促しますが、
行政だけでは限界があるので地域
の皆様の協力も得ながら取り組み
たいと考えてます。 

コミュニティバス 
中部ルートを利用すれば何便かあ
るので、そちらをご利用いただき
たいと思います。詳しくは、町民
安全課、または、まちねっと大口
へお問い合わせください。 

交通安全対策 
主要道路については道路パトロー
ル時にセンターライン、路面標示
を点検し、消えている箇所の引き
直しを計画します。 
信号機の時間変更については、そ
の他の信号機への影響が広範囲に
及ぶため難しいです。 
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答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

12月議会で決まった主な内容など 

 

○町提出議案（14議案、1諮問） 

 

 

○請願　審議の結果 

 

12月定例会を11月28日から12月20日までの23日間の会期で開催しました。 

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の 

一部改正、基金条例の一部改正、平成30年度の補正予算など 

採決の結果、14議案・1諮問を全会一致で可決しました。 

【採択】1件 

一般質問は5人の議員が町政全般にわたり質問しました。 

専
門
性
の
高
い
知
識
や

経
験
を
活
か
し
て
行
う
調
査

に
対
す
る
報
酬
と
し
て
日
額

2
万
円
を
追
加
す
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
で
構
成

さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

い
じ
め
の
防
止
等
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
で
法
律
、

心
理
、
福
祉
等
に
関
し
て
専

門
知
識
や
経
験
を
有
す
る
方

と
し
て
い
る
。
 

調
査
業
務
が
必
要
な
事

案
が
発
生
し
た
の
か
。
 

重
大
な
事
案
が
発
生
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 

　
い
じ
め
に
関
す
る
条
例
等

は
平
成
27
年
度
に
定
め
て
お

り
、
一
般
的
な
会
議
報
酬
の

み
を
考
え
て
い
た
。
 

　
事
案
が
発
生
し
て
か
ら
委

員
を
選
任
し
て
は
迅
速
さ
に

欠
け
る
た
め
、
そ
の
選
任
に
取

り
掛
か
っ
た
際
に
調
査
業
務

の
報
酬
も
必
要
と
判
断
し
た
。
 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及
び文教福祉の各常任委
員会での主な質疑を掲
載します。 

質疑
あれこれ

遊
技
場
の
建
設
は
制
限

さ
れ
る
が
、
遊
技
場
を
経
営

す
る
事
業
者
が
区
域
内
の
土

地
を
購
入
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
か
。
 

建
築
物
の
制
限
を
す
る

も
の
で
あ
り
、
土
地
を
購
入

す
る
こ
と
は
で
き
る
。
 

 

空
調
の
配
管
か
ら
ア
ス

ベ
ス
ト
が
発
見
さ
れ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
他
の
学
共
等
の

状
況
は
。
 

全
て
の
学
共
等
は
ア
ス

ベ
ス
ト
の
調
査
を
行
っ
て
お

り
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
、

今
回
の
空
調
の
配
管
の
よ
う

に
工
事
の
際
に
中
を
開
け
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
場
合

が
あ
る
。
配
管
の
接
続
部
分

に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
空
調

の
吹
き
出
し
に
は
関
係
な
い

た
め
人
体
へ
の
影
響
は
な
い
。
 

要
介
護
度
3
以
上
の
人

に
対
す
る
紙
お
む
つ
等
の
補

助
の
申
請
に
は
領
収
書
の
他

に
、
購
入
業
者
か
ら
の
証
明

書
が
必
要
。
他
市
町
で
は
、

年
1
回
の
証
明
で
良
い
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
本
町
の
場
合

は
ど
う
か
。
 

本
町
は
購
入
し
た
実
績

に
応
じ
て
支
払
う
と
い
う
こ

と
で
、
3
か
月
ご
と
に
申
請

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

　
他
市
町
の
事
例
は
一
度
検

討
し
て
み
る
。
 

昨
年
度
以
前
に
区
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
要
望
に
つ
い
て
、

そ
の
実
現
度
合
い
は
。
 

28
年
度
、
29
年
度
に
要

望
さ
れ
た
も
の
が
36
基
あ
り
、

今
回
の
補
正
予
算
で
す
べ
て

対
応
す
る
。
 

今
年
度
予
算
は
過
去
2

年
の
実
績
を
踏
ま
え
て
計
上

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
大

幅
な
減
額
補
正
と
な
っ
て
い

る
。
 

　
継
続
し
て
ほ
し
い
施
策
の

ひ
と
つ
だ
が
、
今
後
の
考
え

は
。
 

企
業
へ
P
R
の
お
願
い

や
、
町
内
施
設
で
の
P
R
の

他
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
活

用
し
て
周
知
に
努
め
て
き
た
。

大
学
を
卒
業
し
て
半
年
後
に

返
済
が
始
ま
る
の
で
、
今
後

は
大
学
の
ほ
う
に
も
P
R
す

る
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
 

建築物の種類が制限される新宮地区の一部（枠内） 

LED防犯灯が暗い夜道を明るく照らします 

今年度、空調取替工事を行った河北学供 

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
 

制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
建
築
基
準
法
第
68
条
の
2
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
区

計
画（
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
に
限
る
）の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
も
の
 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

﹇
河
北
学
供
空
調
機
取
替
工
事
﹈ 

平
成
３０
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

﹇
防
犯
灯
設
置
工
事
費
﹈ 

﹇
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金
﹈ 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
及
び
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

の
各
委
員
に
対
す
る
報
酬
の
見
直
し
 

条
例
の
制
定
・
改
正
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答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 
12月議会で決まった主な内容など 

 

○町提出議案（14議案、1諮問） 

 

 

○請願　審議の結果 

 

12月定例会を11月28日から12月20日までの23日間の会期で開催しました。 

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の 

一部改正、基金条例の一部改正、平成30年度の補正予算など 

採決の結果、14議案・1諮問を全会一致で可決しました。 

【採択】1件 

一般質問は5人の議員が町政全般にわたり質問しました。 

専
門
性
の
高
い
知
識
や

経
験
を
活
か
し
て
行
う
調
査

に
対
す
る
報
酬
と
し
て
日
額

2
万
円
を
追
加
す
る
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
で
構
成

さ
れ
て
い
る
の
か
。
 

い
じ
め
の
防
止
等
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
で
法
律
、

心
理
、
福
祉
等
に
関
し
て
専

門
知
識
や
経
験
を
有
す
る
方

と
し
て
い
る
。
 

調
査
業
務
が
必
要
な
事

案
が
発
生
し
た
の
か
。
 

重
大
な
事
案
が
発
生
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 

　
い
じ
め
に
関
す
る
条
例
等

は
平
成
27
年
度
に
定
め
て
お

り
、
一
般
的
な
会
議
報
酬
の

み
を
考
え
て
い
た
。
 

　
事
案
が
発
生
し
て
か
ら
委

員
を
選
任
し
て
は
迅
速
さ
に

欠
け
る
た
め
、
そ
の
選
任
に
取

り
掛
か
っ
た
際
に
調
査
業
務

の
報
酬
も
必
要
と
判
断
し
た
。
 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及
び文教福祉の各常任委
員会での主な質疑を掲
載します。 

質疑
あれこれ

遊
技
場
の
建
設
は
制
限

さ
れ
る
が
、
遊
技
場
を
経
営

す
る
事
業
者
が
区
域
内
の
土

地
を
購
入
す
る
こ
と
は
で
き

る
の
か
。
 

建
築
物
の
制
限
を
す
る

も
の
で
あ
り
、
土
地
を
購
入

す
る
こ
と
は
で
き
る
。
 

 

空
調
の
配
管
か
ら
ア
ス

ベ
ス
ト
が
発
見
さ
れ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
他
の
学
共
等
の

状
況
は
。
 

全
て
の
学
共
等
は
ア
ス

ベ
ス
ト
の
調
査
を
行
っ
て
お

り
問
題
は
な
い
。
た
だ
し
、

今
回
の
空
調
の
配
管
の
よ
う

に
工
事
の
際
に
中
を
開
け
て

み
な
い
と
分
か
ら
な
い
場
合

が
あ
る
。
配
管
の
接
続
部
分

に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
空
調

の
吹
き
出
し
に
は
関
係
な
い

た
め
人
体
へ
の
影
響
は
な
い
。
 

要
介
護
度
3
以
上
の
人

に
対
す
る
紙
お
む
つ
等
の
補

助
の
申
請
に
は
領
収
書
の
他

に
、
購
入
業
者
か
ら
の
証
明

書
が
必
要
。
他
市
町
で
は
、

年
1
回
の
証
明
で
良
い
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
本
町
の
場
合

は
ど
う
か
。
 

本
町
は
購
入
し
た
実
績

に
応
じ
て
支
払
う
と
い
う
こ

と
で
、
3
か
月
ご
と
に
申
請

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

　
他
市
町
の
事
例
は
一
度
検

討
し
て
み
る
。
 

昨
年
度
以
前
に
区
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
要
望
に
つ
い
て
、

そ
の
実
現
度
合
い
は
。
 

28
年
度
、
29
年
度
に
要

望
さ
れ
た
も
の
が
36
基
あ
り
、

今
回
の
補
正
予
算
で
す
べ
て

対
応
す
る
。
 

今
年
度
予
算
は
過
去
2

年
の
実
績
を
踏
ま
え
て
計
上

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
大

幅
な
減
額
補
正
と
な
っ
て
い

る
。
 

　
継
続
し
て
ほ
し
い
施
策
の

ひ
と
つ
だ
が
、
今
後
の
考
え

は
。
 

企
業
へ
P
R
の
お
願
い

や
、
町
内
施
設
で
の
P
R
の

他
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
活

用
し
て
周
知
に
努
め
て
き
た
。

大
学
を
卒
業
し
て
半
年
後
に

返
済
が
始
ま
る
の
で
、
今
後

は
大
学
の
ほ
う
に
も
P
R
す

る
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
。
 

建築物の種類が制限される新宮地区の一部（枠内） 

LED防犯灯が暗い夜道を明るく照らします 

今年度、空調取替工事を行った河北学供 

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
 

制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
建
築
基
準
法
第
68
条
の
2
第
1
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
区

計
画（
地
区
整
備
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
に
限
る
）の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
に
関
す
る
制
限
を
定
め
る
も
の
 

平
成
３０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
 

﹇
河
北
学
供
空
調
機
取
替
工
事
﹈ 

平
成
３０
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
 

﹇
防
犯
灯
設
置
工
事
費
﹈ 

﹇
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金
﹈ 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

　
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
及
び
い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会

の
各
委
員
に
対
す
る
報
酬
の
見
直
し
 

条
例
の
制
定
・
改
正
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

江口昌史 

吉田　正 

大竹伸一 

柘植　満 

宮田和美 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

企業誘致のPR方法は 
企業誘致に伴う国道41号の渋滞対策は 

国民健康保険税は協会けんぽ並みに 

学共等を避難所に指定できないか 
認知症患者への支援と疑似体験講習を 

高齢者肺炎球菌ワクチンの救済措置を 
学共等施設へ昇降機を設置できないか 

五条川の浚渫について県に要望を 
高齢者自転車大会　大会用自転車の購入を江南警察に要望できないか 

P8 

P9 

P10 

P11 

P12

マイナポータルには子育てサービ
スの検索、忘れがちな手続きを知
らせてくれるプッシュ型通知の機能
がある。導入の考えは。 
 
サービスの利用にはマイナンバーの取
得やマイナポータルの利用登録が必要。
それらの状況をみながら検討したい。 

柘
植
　
満
 

平
成
２９
年
１２
月
議
会
 

マイナポータル、通知の機能導入の考えは。 

問 

答 

時代や環境変化に応じた内容の見
直しを。 
 
 
情報公開を意識して運用を見直し
たい。 

丹
羽
　
孝
 

文書取扱規程 

問 

答 

マイナンバーカードの取得者は平成30年10月末で1,920
人、町人口の8パーセントほど。また、同時点でマイナポータ
ルを利用したオンライン申請は1件もない状況なので、引き
続き広報誌やホームページ等で情報発信していきたい。 

質問者の満足度 導入されたところでは
便利だということで喜ば
れている。今やスマホの
時代、今後もご検討を。 

本年12月末に行う文書管理システムの
更新に合わせ、文書取扱規程を見直し
ていく予定です。 

質問者の満足度 現在及び将来の住民への説明
責任が果たせるよう、資源情報
公開条例と整合性がとれた文
書取扱規程を期待しています。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一
　
般 

質
　
問 

5議員が質問 

がっかり 

まあまあ 

　
12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
9
件
の
請
願
と
6
件

の
陳
情
は
、所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

【
請
　
願
】 

 ・
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど

社
会
保
障
の
施
策
拡
充
に

つ
い
て
の
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 
・
75
歳
以
上
の
医
療
費
患
者

負
担
2
割
引
き
上
げ
を
は

じ
め
、
こ
れ
以
上
の
医
療

費
患
者
負
担
増
の
計
画
中

止
を
求
め
る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 ・
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
、

十
分
な
保
険
者
支
援
を
行

う
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 ・
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
を
求
め

る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 

・
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を

求
め
る
請
願
書
 （

不
採
択
） 

 ・
18
歳
年
度
末
ま
で
の
医
療

費
無
料
制
度
創
設
を
求
め

る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 ・
障
害
者
・
児
の
生
き
る
基

盤
と
な
る
「
暮
ら
し
の
場
」

の
早
急
な
整
備
を
求
め
る

請
願
書
 

（
採
択
） 

 ・
福
祉
医
療
制
度
を
守
り
、

拡
充
を
求
め
る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 請
願
者
 

愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会
 

代
表
者
　
森
谷
光
夫
 

紹
介
議
員
　
吉
田
　
正
 

 

【
陳
　
情
】 

 

・
国
に
対
し
て
「
放
課
後
児

童
支
援
員
等
の
処
遇
改
善

事
業
に
係
る
事
務
等
の
簡

素
化
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 ・
国
に
対
し
て
「
学
童
保
育

指
導
員
の
資
格
と
配
置
基

準
の
堅
持
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 陳
情
者
 

愛
知
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
 

会
長
　
江
坂
　
佳
代
子
 

 
・
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地

域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新

設
を
国
に
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 ・
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適

用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃

の
新
設
を
国
に
求
め
る
陳

情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 

陳
情
者
 

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労

働
組
合
連
合
会
 

執
行
委
員
長
　
渡
邉
一
 

 
・
保
育
士
の
人
材
定
着
・
確

保
の
た
め
職
員
配
置
基
準

と
公
定
価
格
の
抜
本
的
な

改
善
に
む
け
て
国
に
対
し

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
 

（
聞
き
置
く
） 

 陳
情
者
 

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合

東
海
地
方
本
部
 

執
行
委
員
長
　
薄
美
穂
子
 

 ・
商
工
会
の
経
営
支
援
体
制

確
立
へ
の
配
慮
と
地
域
商

工
業
振
興
策
の
拡
充
 

（
趣
旨
採
択
） 

 陳
情
者
 

愛
知
県
商
工
会
連
合
会
 

会
長
　
新
美
文
二
 

大
口
町
商
工
会
 

会
長
　
舟
橋
浩
司
 

他
3
名
 

 

9
月
定
例
会
か
ら
の
 

継
続
審
査
案
件
  

・
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 陳
情
者
 

移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
会
 

理
事
　
井
田
敏
美
 

※
関
連
記
事
を
14
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

    
 　

1
議
案
を
可
決
し
、
国
へ

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

 ・
障
が
い
児
・
者
の
生
き
る

基
盤
と
な
る
「
暮
ら
し
の

場
」
の
早
急
な
整
備
を
求

め
る
意
見
書
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

請
願
・
陳
情 

議
員
提
出
議
案 

過去の請願・陳情の審査結果等はこちらをご覧ください。 
http://www.town.oguchi.aichi.jp/2744.htm

YouTube 
公式チャンネル 

「議会大口町」 
QRコード 

しゅん せつ 
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

江口昌史 

吉田　正 

大竹伸一 

柘植　満 

宮田和美 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

企業誘致のPR方法は 
企業誘致に伴う国道41号の渋滞対策は 

国民健康保険税は協会けんぽ並みに 

学共等を避難所に指定できないか 
認知症患者への支援と疑似体験講習を 

高齢者肺炎球菌ワクチンの救済措置を 
学共等施設へ昇降機を設置できないか 

五条川の浚渫について県に要望を 
高齢者自転車大会　大会用自転車の購入を江南警察に要望できないか 

P8 

P9 

P10 

P11 

P12

マイナポータルには子育てサービ
スの検索、忘れがちな手続きを知
らせてくれるプッシュ型通知の機能
がある。導入の考えは。 
 
サービスの利用にはマイナンバーの取
得やマイナポータルの利用登録が必要。
それらの状況をみながら検討したい。 

柘
植
　
満
 

平
成
２９
年
１２
月
議
会
 

マイナポータル、通知の機能導入の考えは。 

問 

答 

時代や環境変化に応じた内容の見
直しを。 
 
 
情報公開を意識して運用を見直し
たい。 

丹
羽
　
孝
 

文書取扱規程 

問 

答 

マイナンバーカードの取得者は平成30年10月末で1,920
人、町人口の8パーセントほど。また、同時点でマイナポータ
ルを利用したオンライン申請は1件もない状況なので、引き
続き広報誌やホームページ等で情報発信していきたい。 

質問者の満足度 導入されたところでは
便利だということで喜ば
れている。今やスマホの
時代、今後もご検討を。 

本年12月末に行う文書管理システムの
更新に合わせ、文書取扱規程を見直し
ていく予定です。 

質問者の満足度 現在及び将来の住民への説明
責任が果たせるよう、資源情報
公開条例と整合性がとれた文
書取扱規程を期待しています。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

一
　
般 

質
　
問 

5議員が質問 

がっかり 

まあまあ 

　
12
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
9
件
の
請
願
と
6
件

の
陳
情
は
、所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

【
請
　
願
】 

 ・
介
護
・
福
祉
・
医
療
な
ど

社
会
保
障
の
施
策
拡
充
に

つ
い
て
の
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 
・
75
歳
以
上
の
医
療
費
患
者

負
担
2
割
引
き
上
げ
を
は

じ
め
、
こ
れ
以
上
の
医
療

費
患
者
負
担
増
の
計
画
中

止
を
求
め
る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 ・
国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負

担
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
、

十
分
な
保
険
者
支
援
を
行

う
こ
と
を
求
め
る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 ・
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心

で
き
る
年
金
制
度
を
求
め

る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 

・
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を

求
め
る
請
願
書
 （

不
採
択
） 

 ・
18
歳
年
度
末
ま
で
の
医
療

費
無
料
制
度
創
設
を
求
め

る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 ・
障
害
者
・
児
の
生
き
る
基

盤
と
な
る
「
暮
ら
し
の
場
」

の
早
急
な
整
備
を
求
め
る

請
願
書
 

（
採
択
） 

 ・
福
祉
医
療
制
度
を
守
り
、

拡
充
を
求
め
る
請
願
書
 

（
不
採
択
） 

 請
願
者
 

愛
知
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン

実
行
委
員
会
 

代
表
者
　
森
谷
光
夫
 

紹
介
議
員
　
吉
田
　
正
 

 

【
陳
　
情
】 

 

・
国
に
対
し
て
「
放
課
後
児

童
支
援
員
等
の
処
遇
改
善

事
業
に
係
る
事
務
等
の
簡

素
化
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 ・
国
に
対
し
て
「
学
童
保
育

指
導
員
の
資
格
と
配
置
基

準
の
堅
持
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 陳
情
者
 

愛
知
学
童
保
育
連
絡
協
議

会
 

会
長
　
江
坂
　
佳
代
子
 

 
・
看
護
師
の
全
国
を
適
用
地

域
と
し
た
特
定
最
賃
の
新

設
を
国
に
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 ・
介
護
従
事
者
の
全
国
を
適

用
地
域
と
し
た
特
定
最
賃

の
新
設
を
国
に
求
め
る
陳

情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 

陳
情
者
 

愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
労

働
組
合
連
合
会
 

執
行
委
員
長
　
渡
邉
一
 

 
・
保
育
士
の
人
材
定
着
・
確

保
の
た
め
職
員
配
置
基
準

と
公
定
価
格
の
抜
本
的
な

改
善
に
む
け
て
国
に
対
し

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
 

（
聞
き
置
く
） 

 陳
情
者
 

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合

東
海
地
方
本
部
 

執
行
委
員
長
　
薄
美
穂
子
 

 ・
商
工
会
の
経
営
支
援
体
制

確
立
へ
の
配
慮
と
地
域
商

工
業
振
興
策
の
拡
充
 

（
趣
旨
採
択
） 

 陳
情
者
 

愛
知
県
商
工
会
連
合
会
 

会
長
　
新
美
文
二
 

大
口
町
商
工
会
 

会
長
　
舟
橋
浩
司
 

他
3
名
 

 

9
月
定
例
会
か
ら
の
 

継
続
審
査
案
件
  

・
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 陳
情
者
 

移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え

る
会
 

理
事
　
井
田
敏
美
 

※
関
連
記
事
を
14
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

    
 　

1
議
案
を
可
決
し
、
国
へ

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
 

 ・
障
が
い
児
・
者
の
生
き
る

基
盤
と
な
る
「
暮
ら
し
の

場
」
の
早
急
な
整
備
を
求

め
る
意
見
書
 

（
全
員
賛
成
で
可
決
） 

請
願
・
陳
情 

議
員
提
出
議
案 

過去の請願・陳情の審査結果等はこちらをご覧ください。 
http://www.town.oguchi.aichi.jp/2744.htm

YouTube 
公式チャンネル 

「議会大口町」 
QRコード 
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大
口
町
の
国
保
税
は
、

協
会
け
ん
ぽ
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
所

得
百
万
円
刻
み
で
保
険
税
額

と
所
得
に
対
す
る
負
担
率
と

を
、
平
成
29
年
度
と
30
年
度

を
比
較
し
た
も
の
を
示
し
て

ほ
し
い
。
比
較
す
る
モ
デ
ル

世
帯
は
、
40
歳
代
夫
婦
で
10

歳
代
の
子
ど
も
2
人
で
、
固

定
資
産
な
し
で
試
算
を
。
 

試
算
は
表
1

の
と
お
り
だ

が
、
国
保
と
協
会
け
ん
ぽ
で

は
被
保
険
者
の
状
況
や
財
政

構
造
が
異
な
る
の
で
単
純
比

較
は
で
き
な
い
。
 

 

町
は
、
引
き
続
き
法

定
外
繰
入
れ
（
そ
の

他
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
）

を
継
続
す
べ
き
。
 

法
定
外
繰
入

金
は
本
来
国

保
税
で
賄
う
べ
き
支
出
を
一

般
会
計
か
ら
補
て
ん
す
る
も

の
で
、
そ
の
削
減
、
解
消
が

求
め
ら
て
い
る
。
し
か
し
、

被
保
険
者
の
高
齢
化
や
一
人

当
た
り
医
療
費
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
す
べ
て
を
国

保
税
で
賄
っ
て
い
け
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
 

　
被
保
険
者
の
過
度
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
も

必
要
な
繰
り
入
れ
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

全
国
知
事
会
は
、
国

保
の
都
道
府
県
化
に

際
し
て
、
1
兆
円
必
要
と
い

っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
国
は
、

消
費
税
増
税
後
で
も
3
4
0
 

0
億
円
し
か
繰
り
入
れ
な
い

こ
と
で
、
決
着
し
て
い
る
。
 

　
町
は
、
国
に
対
し
て
協
会

け
ん
ぽ
並
み
の
負
担
に
な
る

よ
う
意
見
を
言
う
べ
き
。
 

被
保
険
者
に

対
し
、
過
度

な
負
担
を
課
す
こ
と
な
く
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

制
度
で
あ
る
た
め
に
は
、
国

に
よ
る
制
度
的
措
置
や
制
度

改
革
が
必
要
と
考
え
る
の
で
、

機
会
を
と
ら
え
て
意
見
を
申

し
上
げ
た
い
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

国
民
健
康
保
険
税
は
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
 

健
康
福
祉
部
長 

過
度
な
税
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
必
要
な
繰
り
入
れ
を
行
う 

一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

今
後
、
企
業
の
進
出

が
増
え
る
と
渋
滞
が

深
刻
化
す
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
対
策
は
。
 本

町
に
お
け

る
道
路
整
備

は
、
国
や
県
が
進
め
る
国
道

や
県
道
の
整
備
に
お
い
て
渋

滞
緩
和
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

　
町
道
に
つ
い
て
も
、
交
通

安
全
対
策
と
通
過
交
通
の
誘

導
な
ど
を
目
的
と
し
た
道
路

網
の
整
備
に
着
手
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
 

 

町
道
大
口
桃
花
台
線

を
4
車
線
化
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
 

町
の
道
路
網

整
備
計
画
で

は
計
画
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

町
道
小
口
線
の
整
備
に
よ
っ

て
は
、
交
通
量
の
増
加
も
考

え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
国
道

41
号
6
車
線
化
等
の
整
備
事

業
の
効
果
を
検
証
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。
 

江
口 

江
口 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

江 口 昌 史  

一般質問動画 
QRコード（江口） 

吉 田 　 正  

一般質問動画 
QRコード（吉田） 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

平日午前9時頃の町道大口桃花台線。国道41号に向か
う車で渋滞しています 

この表は、40歳代の夫婦に10歳代の子ども2人で、世帯収入は夫の給与所得のみ、固定資産なしの世帯
で試算しています。 
負担率は、給与所得金額に対する国保税・協会けんぽ保険料の割合を示しています。 

企業誘致に伴う国道41号の渋滞対策は 
産業建設部長 渋滞の緩和に向けてインフラ整備に努める 

企
業
誘
致
に
お
け
る

本
町
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
業
種
は
何
か
。
 

本
町
の
企
業

誘
致
は
製
造

業
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

既
に
法
律
等
で
優
遇
さ
れ
て

い
る
物
流
施
設
等
は
調
整
区

域
内
で
も
開
発
が
可
能
で
あ

る
が
、
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

町
の
支
援
が
な
い
と
開
発
で

き
な
い
地
域
が
多
く
あ
る
た

め
、
製
造
業
を
中
心
に
考
え

て
い
る
。
 

 

ど
の
よ
う
な
手
法
で

企
業
に
対
し
て
誘
致

の
P
R
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
 

町
内
の
製
造

業
1
2
6
社

に
対
し
、
企
業
支
援
ガ
イ
ド

の
送
付
と
合
わ
せ
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
 

　
資
料
内
容
の
説
明
を
希
望

す
る
と
回
答
し
た
企
業
を
個

別
に
訪
問
し
、
本
町
の
特
色

で
あ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
の
企
業
誘
致
や
各
種
補
助

金
等
に
つ
い
て
P
R
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
 

　
ま
た
、
年
末
年
始
に
町
長

が
企
業
訪
問
す
る
際
に
も
企

業
の
ニ
ー
ズ
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
町
の
取
り
組
み
を

P
R
し
て
い
る
。
 

 

中
小
企
業
の
工
場
を

新
設
し
や
す
く
す
る

た
め
に
、
都
市
計
画
法
の
面

積
要
件
（
土
地
面
積
3
千
㎡

以
上
）
を
緩
和
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
 要

件
を
緩
和

す
れ
ば
開
発

の
促
進
に
つ
な
が
る
が
、
一

方
で
虫
食
い
的
に
開
発
が
行

わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
都
市

計
画
の
観
点
か
ら
乱
開
発
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
こ
の

面
積
要
件
は
適
正
と
考
え
る
。
 

江
口 

江
口 
江
口 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

企
業
誘
致
の
P
R
方
法
は
 

ま
ち
づ
く
り
部
長 
町
内
1
2
6
社
へ
企
業
支
援
ガ
イ
ド
を
送
付 

給与所得 
金額 

平成29年度 
国保税額
（円） 

負担率 
（%） 

平成30年度 
国保税額
（円） 

負担率 
（%） 

協会けんぽ
愛知支部 

年間保険料
（円） 

負担率 
（%） 

100万円 

200万円 

300万円 

400万円 

500万円 

600万円 

700万円 

800万円 

900万円 

1000万円 

134,700 

255,100 

357,300 

423,300 

489,300 

555,300 

621,300 

687,300 

753,300 

819,300

13.47 

12.76 

11.91 

10.58 

9.79 

9.26 

8.88 

8.59 

8.37 

8.19

151,100 

287,860 

404,700 

481,700 

558,700 

635,700 

712,700 

789,700 

866,700 

930,000

15.11 

14.39 

13.49 

12.04 

11.17 

10.60 

10.18 

9.87 

9.63 

9.30

94,398 

178,932 

254,060 

332,630 

402,024 

458,800 

529,341 

578,662 

645,761 

713,434

9.44 

8.95 

8.47 

8.32 

8.04 

7.65 

7.56 

7.23 

7.18 

7.13

表1　国民健康保険税と社会保険料の比較（試算） 
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大
口
町
の
国
保
税
は
、

協
会
け
ん
ぽ
と
比
べ

て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。
所

得
百
万
円
刻
み
で
保
険
税
額

と
所
得
に
対
す
る
負
担
率
と

を
、
平
成
29
年
度
と
30
年
度

を
比
較
し
た
も
の
を
示
し
て

ほ
し
い
。
比
較
す
る
モ
デ
ル

世
帯
は
、
40
歳
代
夫
婦
で
10

歳
代
の
子
ど
も
2
人
で
、
固

定
資
産
な
し
で
試
算
を
。
 

試
算
は
表
1

の
と
お
り
だ

が
、
国
保
と
協
会
け
ん
ぽ
で

は
被
保
険
者
の
状
況
や
財
政

構
造
が
異
な
る
の
で
単
純
比

較
は
で
き
な
い
。
 

 

町
は
、
引
き
続
き
法

定
外
繰
入
れ
（
そ
の

他
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
）

を
継
続
す
べ
き
。
 

法
定
外
繰
入

金
は
本
来
国

保
税
で
賄
う
べ
き
支
出
を
一

般
会
計
か
ら
補
て
ん
す
る
も

の
で
、
そ
の
削
減
、
解
消
が

求
め
ら
て
い
る
。
し
か
し
、

被
保
険
者
の
高
齢
化
や
一
人

当
た
り
医
療
費
の
増
加
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
す
べ
て
を
国

保
税
で
賄
っ
て
い
け
る
と
は

考
え
て
い
な
い
。
 

　
被
保
険
者
の
過
度
な
負
担

と
な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
も

必
要
な
繰
り
入
れ
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

全
国
知
事
会
は
、
国

保
の
都
道
府
県
化
に

際
し
て
、
1
兆
円
必
要
と
い

っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
国
は
、

消
費
税
増
税
後
で
も
3
4
0
 

0
億
円
し
か
繰
り
入
れ
な
い

こ
と
で
、
決
着
し
て
い
る
。
 

　
町
は
、
国
に
対
し
て
協
会

け
ん
ぽ
並
み
の
負
担
に
な
る

よ
う
意
見
を
言
う
べ
き
。
 

被
保
険
者
に

対
し
、
過
度

な
負
担
を
課
す
こ
と
な
く
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

制
度
で
あ
る
た
め
に
は
、
国

に
よ
る
制
度
的
措
置
や
制
度

改
革
が
必
要
と
考
え
る
の
で
、

機
会
を
と
ら
え
て
意
見
を
申

し
上
げ
た
い
。
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

国
民
健
康
保
険
税
は
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
 

健
康
福
祉
部
長 
過
度
な
税
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
必
要
な
繰
り
入
れ
を
行
う 

一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

今
後
、
企
業
の
進
出

が
増
え
る
と
渋
滞
が

深
刻
化
す
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
対
策
は
。
 本

町
に
お
け

る
道
路
整
備

は
、
国
や
県
が
進
め
る
国
道

や
県
道
の
整
備
に
お
い
て
渋

滞
緩
和
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

　
町
道
に
つ
い
て
も
、
交
通

安
全
対
策
と
通
過
交
通
の
誘

導
な
ど
を
目
的
と
し
た
道
路

網
の
整
備
に
着
手
し
て
い
る

と
こ
ろ
。
 

 

町
道
大
口
桃
花
台
線

を
4
車
線
化
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
 

町
の
道
路
網

整
備
計
画
で

は
計
画
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

町
道
小
口
線
の
整
備
に
よ
っ

て
は
、
交
通
量
の
増
加
も
考

え
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
国
道

41
号
6
車
線
化
等
の
整
備
事

業
の
効
果
を
検
証
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。
 

江
口 

江
口 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

江 口 昌 史  

一般質問動画 
QRコード（江口） 

吉 田 　 正  

一般質問動画 
QRコード（吉田） 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

平日午前9時頃の町道大口桃花台線。国道41号に向か
う車で渋滞しています 

この表は、40歳代の夫婦に10歳代の子ども2人で、世帯収入は夫の給与所得のみ、固定資産なしの世帯
で試算しています。 
負担率は、給与所得金額に対する国保税・協会けんぽ保険料の割合を示しています。 

企業誘致に伴う国道41号の渋滞対策は 
産業建設部長 渋滞の緩和に向けてインフラ整備に努める 

企
業
誘
致
に
お
け
る

本
町
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
業
種
は
何
か
。
 

本
町
の
企
業

誘
致
は
製
造

業
を
中
心
に
考
え
て
い
る
。

既
に
法
律
等
で
優
遇
さ
れ
て

い
る
物
流
施
設
等
は
調
整
区

域
内
で
も
開
発
が
可
能
で
あ

る
が
、
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

町
の
支
援
が
な
い
と
開
発
で

き
な
い
地
域
が
多
く
あ
る
た

め
、
製
造
業
を
中
心
に
考
え

て
い
る
。
 

 

ど
の
よ
う
な
手
法
で

企
業
に
対
し
て
誘
致

の
P
R
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
 

町
内
の
製
造

業
1
2
6
社

に
対
し
、
企
業
支
援
ガ
イ
ド

の
送
付
と
合
わ
せ
て
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。
 

　
資
料
内
容
の
説
明
を
希
望

す
る
と
回
答
し
た
企
業
を
個

別
に
訪
問
し
、
本
町
の
特
色

で
あ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
方

式
の
企
業
誘
致
や
各
種
補
助

金
等
に
つ
い
て
P
R
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
 

　
ま
た
、
年
末
年
始
に
町
長

が
企
業
訪
問
す
る
際
に
も
企

業
の
ニ
ー
ズ
を
う
か
が
い
な

が
ら
、
町
の
取
り
組
み
を

P
R
し
て
い
る
。
 

 

中
小
企
業
の
工
場
を

新
設
し
や
す
く
す
る

た
め
に
、
都
市
計
画
法
の
面

積
要
件
（
土
地
面
積
3
千
㎡

以
上
）
を
緩
和
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
 要

件
を
緩
和

す
れ
ば
開
発

の
促
進
に
つ
な
が
る
が
、
一

方
で
虫
食
い
的
に
開
発
が
行

わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
都
市

計
画
の
観
点
か
ら
乱
開
発
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
こ
の

面
積
要
件
は
適
正
と
考
え
る
。
 

江
口 

江
口 

江
口 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

企
業
誘
致
の
P
R
方
法
は
 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

町
内
1
2
6
社
へ
企
業
支
援
ガ
イ
ド
を
送
付 

給与所得 
金額 

平成29年度 
国保税額
（円） 

負担率 
（%） 

平成30年度 
国保税額
（円） 

負担率 
（%） 

協会けんぽ
愛知支部 

年間保険料
（円） 

負担率 
（%） 

100万円 

200万円 

300万円 

400万円 

500万円 

600万円 

700万円 

800万円 

900万円 

1000万円 

134,700 

255,100 

357,300 

423,300 

489,300 

555,300 

621,300 

687,300 

753,300 

819,300

13.47 

12.76 

11.91 

10.58 

9.79 

9.26 

8.88 

8.59 

8.37 

8.19

151,100 

287,860 

404,700 

481,700 

558,700 

635,700 

712,700 

789,700 

866,700 

930,000

15.11 

14.39 

13.49 

12.04 

11.17 

10.60 

10.18 

9.87 

9.63 

9.30

94,398 

178,932 

254,060 

332,630 

402,024 

458,800 

529,341 

578,662 

645,761 

713,434

9.44 

8.95 

8.47 

8.32 

8.04 

7.65 

7.56 

7.23 

7.18 

7.13

表1　国民健康保険税と社会保険料の比較（試算） 
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各
区
の
高
齢
化
率
は
。
 

 

表
1
の
と
お

り
。
平
成
30

年
11
月
1
日
に
お
け
る
本
町

の
高
齢
化
率
は
22
・
5
パ
ー

セ
ン
ト
。
 

 

学
共
等
は
各
区
で
高

齢
者
が
利
用
す
る
機

会
が
多
い
が
、
足
が
悪
く
二

階
に
上
が
れ
な
い
た
め
行
事

に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
 

　
階
段
に
昇
降
機
の
設
置
は

可
能
か
。
 

階
段
昇
降
機

の
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
建

築
基
準
法
に
よ
る
と
、
現
在

の
階
段
の
幅
で
は
設
置
が
難

し
い
。
 

　
何
か
良
い
方
法
が
な
い
か
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た

い
。
 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
平
成
31
年
度
か
ら

65
歳
の
み
が
対
象
に
な
る
。

感
染
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
に
接
種
率
を
上
げ
る
こ
と

は
大
事
。
 

　
本
町
の
接
種
状
況
は
ど
の

程
度
か
。
 

23
年
度
か
ら

任
意
の
予
防

接
種
と
し
て
75
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
接
種
費
用
を
助
成

し
、
現
在
ま
で
に
5
2
3
人

が
接
種
。
26
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
は
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫
機
能
に

障
害
を
有
す
る
方
と
、
各
年

度
内
に
65
歳
か
ら
1
0
0
歳

ま
で
の
5
歳
刻
み
の
年
齢
の

方
を
対
象
に
、
希
望
す
れ
ば

定
期
の
予
防
接
種
と
し
て
接

種
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
対
象
者
の
半
数
以
上
が

接
種
し
て
お
り
30
年
9
月
末

現
在
で
2,
6
0
3
人
が
接
種
。
 

 

31
年
度
か
ら
65
歳
の

み
が
対
象
と
な
る
が
、

接
種
し
て
い
な
い
人
の
救
済

措
置
等
の
対
策
は
ど
う
か
。
 

現
時
点
で
は
、

過
去
に
公
費

助
成
を
受
け
て
い
な
い
66
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
任
意
の

予
防
接
種
の
公
費
助
成
を
継

続
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

が
、
31
年
度
以
降
の
定
期
予

防
接
種
に
つ
い
て
詳
細
な
内

容
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
詳
細
な
内
容
が
示

さ
れ
て
か
ら
、
改
め
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

今
年
度
で
5
歳
刻
み

が
終
了
す
る
こ
と
の

周
知
を
。
 

す
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
お
お
ぐ
ち
の
5
月
号
と

10
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
が
、

2
月
号
と
3
月
号
広
報
で
、

5
歳
刻
み
の
定
期
接
種
の
終

了
と
併
せ
て
、
任
意
の
予
防

接
種
に
よ
る
公
費
助
成
に
つ

い
て
も
周
知
す
る
予
定
。
 

※
平
成
31
年
1
月
、
国
は
現

在
の
制
度
を
5
年
間
延
長
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

尾張北部聖苑に設置された階段昇降機。
学共等にも何らかの対策を！ 

認
知
症
患
者
に
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の

内
容
は
。
 

本
年
度
か
ら

認
知
症
総
合

支
援
事
業
の
取
り
組
み
と
し

て
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
の
配
置
と
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
。
 

　
専
門
職
に
よ
る
切
れ
目
の

な
い
サ
ポ
ー
ト
や
ケ
ア
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
見
守
り
支
援
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
認
知

症
高
齢
者
徘
徊
捜
索
模
擬
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
 

 

認
知
症
患
者
の
気
持

ち
を
理
解
す
る
た
め

に
も
、
症
状
を
疑
似
体
験
す

る
V
R
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
）
を
活
用
し
た
講
習

を
開
催
し
た
実
績
は
。
 

V
R
で
は
専

用
の
ゴ
ー
グ

ル
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
仮

想
空
間
に
お
い
て
、
日
常
生

活
の
中
で
現
れ
る
「
幻
視
」

な
ど
、
認
知
症
の
症
状
が
「
記

憶
障
害
」
だ
け
で
は
な
い
こ

と
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

　
本
町
で
は
開
催
し
た
実
績

は
な
い
。
今
後
、
認
知
症
の

み
な
ら
ず
、
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
に
寄
り
そ
う
体
験
の
場

の
充
実
に
向
け
て
広
く
研
究
。
 

町
内
10
か
所
の
施
設

が
指
定
避
難
所
（
う

ち
一
か
所
は
福
祉
避
難
所
）

に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
各

地
域
に
あ
る
学
共
等
は
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
。
 10

か
所
の
指

定
避
難
所
を

開
設
す
る
と
、
多
数
の
職
員

が
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

各
地
域
の
学
共
等
に
ま
で
拡

大
す
る
と
、
職
員
の
手
が
回

ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
指
定
し
て
い
な
い
。
 

 

町
が
指
定
し
て
い
る

避
難
所
ま
で
、
遠
い
、

行
き
づ
ら
い
、
と
い
う
住
民

の
声
が
あ
る
。
地
域
に
あ
る

学
共
等
を
一
時
避
難
所
と
し

て
指
定
で
き
な
い
か
。
 

ま
ず
は
風
水

害
を
想
定
す

る
中
で
、
学
共
等
を
「
自
主

避
難
所
」
と
し
て
、
地
域
住

民
の
方
が
一
時
的
に
避
難
す

る
場
所
と
し
て
利
活
用
で
き

る
よ
う
地
域
の
方
々
と
協
議

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
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部
長 

認知症の相談は地域包括支援
センター、または健康生きが
い課へお早めに！ 

地域の避難所としての活用が求められています 

学共等施設へ昇降機を設置できないか 
地域協働部長 建築基準法の基準により設置は困難 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
救
済
措
置
を
 

健
康
福
祉
部
長 

任
意
の
予
防
接
種
に
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る
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費
助
成
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を
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一般質問動画 
QRコード（柘植） 

一般質問動画 
QRコード（大竹） 
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秋田 
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外坪 
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下小口 
垣田 
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24.1 
28.8 
30.3 
32.9 
22.3 
14.6 
20.3 
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22.7 
29.3 
34.2

表1 平成30年11月1日
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各
区
の
高
齢
化
率
は
。
 

 

表
1
の
と
お

り
。
平
成
30

年
11
月
1
日
に
お
け
る
本
町

の
高
齢
化
率
は
22
・
5
パ
ー

セ
ン
ト
。
 

 

学
共
等
は
各
区
で
高

齢
者
が
利
用
す
る
機

会
が
多
い
が
、
足
が
悪
く
二

階
に
上
が
れ
な
い
た
め
行
事

に
参
加
で
き
な
い
と
い
う
声

が
あ
る
。
 

　
階
段
に
昇
降
機
の
設
置
は

可
能
か
。
 

階
段
昇
降
機

の
設
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
が
、
建

築
基
準
法
に
よ
る
と
、
現
在

の
階
段
の
幅
で
は
設
置
が
難

し
い
。
 

　
何
か
良
い
方
法
が
な
い
か
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た

い
。
 

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
平
成
31
年
度
か
ら

65
歳
の
み
が
対
象
に
な
る
。

感
染
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
た

め
に
接
種
率
を
上
げ
る
こ
と

は
大
事
。
 

　
本
町
の
接
種
状
況
は
ど
の

程
度
か
。
 

23
年
度
か
ら

任
意
の
予
防

接
種
と
し
て
75
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
接
種
費
用
を
助
成

し
、
現
在
ま
で
に
5
2
3
人

が
接
種
。
26
年
度
か
ら
30
年

度
ま
で
は
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
、
ヒ
ト
免
疫
機
能
に

障
害
を
有
す
る
方
と
、
各
年

度
内
に
65
歳
か
ら
1
0
0
歳

ま
で
の
5
歳
刻
み
の
年
齢
の

方
を
対
象
に
、
希
望
す
れ
ば

定
期
の
予
防
接
種
と
し
て
接

種
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
対
象
者
の
半
数
以
上
が

接
種
し
て
お
り
30
年
9
月
末

現
在
で
2,
6
0
3
人
が
接
種
。
 

 

31
年
度
か
ら
65
歳
の

み
が
対
象
と
な
る
が
、

接
種
し
て
い
な
い
人
の
救
済

措
置
等
の
対
策
は
ど
う
か
。
 

現
時
点
で
は
、

過
去
に
公
費

助
成
を
受
け
て
い
な
い
66
歳

以
上
の
方
を
対
象
に
任
意
の

予
防
接
種
の
公
費
助
成
を
継

続
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

が
、
31
年
度
以
降
の
定
期
予

防
接
種
に
つ
い
て
詳
細
な
内

容
が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
詳
細
な
内
容
が
示

さ
れ
て
か
ら
、
改
め
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

今
年
度
で
5
歳
刻
み

が
終
了
す
る
こ
と
の

周
知
を
。
 

す
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
お
お
ぐ
ち
の
5
月
号
と

10
月
号
に
掲
載
し
て
い
る
が
、

2
月
号
と
3
月
号
広
報
で
、

5
歳
刻
み
の
定
期
接
種
の
終

了
と
併
せ
て
、
任
意
の
予
防

接
種
に
よ
る
公
費
助
成
に
つ

い
て
も
周
知
す
る
予
定
。
 

※
平
成
31
年
1
月
、
国
は
現

在
の
制
度
を
5
年
間
延
長
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

柘
植 

柘
植 
柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

尾張北部聖苑に設置された階段昇降機。
学共等にも何らかの対策を！ 

認
知
症
患
者
に
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の

内
容
は
。
 

本
年
度
か
ら

認
知
症
総
合

支
援
事
業
の
取
り
組
み
と
し

て
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
の
配
置
と
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
。
 

　
専
門
職
に
よ
る
切
れ
目
の

な
い
サ
ポ
ー
ト
や
ケ
ア
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
見
守
り
支
援
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
認
知

症
高
齢
者
徘
徊
捜
索
模
擬
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
 

 

認
知
症
患
者
の
気
持

ち
を
理
解
す
る
た
め

に
も
、
症
状
を
疑
似
体
験
す

る
V
R
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
）
を
活
用
し
た
講
習

を
開
催
し
た
実
績
は
。
 

V
R
で
は
専

用
の
ゴ
ー
グ

ル
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
仮

想
空
間
に
お
い
て
、
日
常
生

活
の
中
で
現
れ
る
「
幻
視
」

な
ど
、
認
知
症
の
症
状
が
「
記

憶
障
害
」
だ
け
で
は
な
い
こ

と
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

　
本
町
で
は
開
催
し
た
実
績

は
な
い
。
今
後
、
認
知
症
の

み
な
ら
ず
、
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
に
寄
り
そ
う
体
験
の
場

の
充
実
に
向
け
て
広
く
研
究
。
 

町
内
10
か
所
の
施
設

が
指
定
避
難
所
（
う

ち
一
か
所
は
福
祉
避
難
所
）

に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
各

地
域
に
あ
る
学
共
等
は
避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
理
由
は
。
 10

か
所
の
指

定
避
難
所
を

開
設
す
る
と
、
多
数
の
職
員

が
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

各
地
域
の
学
共
等
に
ま
で
拡

大
す
る
と
、
職
員
の
手
が
回

ら
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
指
定
し
て
い
な
い
。
 

 

町
が
指
定
し
て
い
る

避
難
所
ま
で
、
遠
い
、

行
き
づ
ら
い
、
と
い
う
住
民

の
声
が
あ
る
。
地
域
に
あ
る

学
共
等
を
一
時
避
難
所
と
し

て
指
定
で
き
な
い
か
。
 

ま
ず
は
風
水

害
を
想
定
す

る
中
で
、
学
共
等
を
「
自
主

避
難
所
」
と
し
て
、
地
域
住

民
の
方
が
一
時
的
に
避
難
す

る
場
所
と
し
て
利
活
用
で
き

る
よ
う
地
域
の
方
々
と
協
議

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
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認知症の相談は地域包括支援
センター、または健康生きが
い課へお早めに！ 

地域の避難所としての活用が求められています 

学共等施設へ昇降機を設置できないか 
地域協働部長 建築基準法の基準により設置は困難 

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
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ン
の
救
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措
置
を
 

健
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福
祉
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意
の
予
防
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に
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る
公
費
助
成
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て
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平
成
30
年
10
月
25
日

に
名
古
屋
市
国
際
展

示
場
に
お
い
て
、
交
通
安
全

高
齢
者
自
転
車
愛
知
県
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
 

　
本
大
会
は
江
南
警
察
署
管

内
で
輪
番
制
に
よ
り
3
年
に

1
回
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
 

　
大
会
で
使
用
す
る
自
転
車

は
24
イ
ン
チ
と
決
ま
っ
て
お

り
、
今
回
の
出
場
チ
ー
ム
は

出
場
す
る
た
め
の
自
転
車
を

入
手
す
る
の
に
苦
労
さ
れ
た
。

江
南
警
察
署
に
大
会
用
自
転

車
を
用
意
し
て
も
ら
え
る
よ

う
要
望
で
き
な
い
か
。
 

江
南
警
察
署

は
後
援
の
立

場
の
た
め
購
入
す
る
予
定
は

な
い
と
の
こ
と
。
犬
山
署
管

内
で
は
交
通
安
全
協
会
犬
山

支
部
が
数
年
前
に
用
意
し
て

い
る
た
め
、
交
通
安
全
協
会

江
南
支
部
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

　
今
後
は
江
南
警
察
署
を
通

じ
て
交
通
安
全
協
会
江
南
支

部
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
 

昨
年
の
浚
渫
工
事
は

予
算
が
足
り
ず
予
定

の
約
半
分
し
か
で
き
て
い
な

い
。
残
り
の
部
分
に
つ
い
て

も
浚
渫
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
県
へ
要
望
を
。
 

町
内
の
五
条

川
の
全
域
に

お
い
て
、
土
砂
の
堆
積
状
況

が
著
し
い
流
水
阻
害
と
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、
定
期
的

に
安
全
を
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
浚
渫
し
て
も
ら
う
よ

う
、
県
に
働
き
か
け
て
い
る
。
 

 

堤
防
の
草
刈
り
は
地

域
団
体
が
行
う
部
分

は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
が
、

県
が
行
う
部
分
が
中
途
半
端

な
刈
り
方
で
あ
る
。
特
に
右

岸
側
を
し
っ
か
り
切
る
よ
う

に
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

県
が
管
理
し

な
く
て
は
な

ら
な
い
箇
所
の
草
刈
り
に
つ

い
て
は
、
維
持
管
理
の
予
算

に
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

堤
防
の
り
面
の
崩
れ
等
の
安

全
確
認
を
行
う
た
め
年
1
回

し
か
行
っ
て
い
な
い
。
 

　
堤
防
に
生
え
る
雑
木
の
伐

採
や
草
刈
り
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
そ
の
都
度
、
県
に
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
今
後
も

引
き
続
き
早
急
な
伐
採
を
要

望
し
て
い
く
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

スラローム競技に挑む大口町チームの選手 

堤防の中腹より下側に雑草が繁茂 
（河北地内） 

早期の浚渫が望まれる五条川（河北地内） 

大会用自転車の購入を江南警察に要望できないか 
地域協働部長 江南警察を通じて交通安全協会江南支部に働きかける 

高齢者自転車大会 

五
条
川
の
浚
渫
に
つ
い
て
県
に
要
望
を
 

産
業
建
設
部
長 
必
要
に
応
じ
て
浚
渫
を
要
望
し
て
い
る 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

宮 田 和 美  

一般質問動画 
QRコード（宮田） 

 視
察
地
の
概
要
 

　
鳥
栖
市
は
佐
賀
県
の
東
部

に
位
置
し
、
福
岡
県
に
隣
接

し
た
人
口
約
7
万
3
千
人
の

ま
ち
で
す
。
市
内
に
は
製
薬
、

住
宅
、
食
品
な
ど
優
良
な
企

業
が
多
く
立
地
し
、
佐
賀
県

内
で
も
唯
一
、
人
口
増
加
が

毎
年
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

 取
り
組
み
の
概
要
 

　
市
内
に
あ
る
4
つ
の
中
学

校
区
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

中
学
校
区
に
属
す
る
小
学
校

と
一
貫
し
た
教
育
目
標
を
立

て
、
小
中
を
通
じ
て
連
続
性

の
あ
る
指
導
を
実
践
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
主
な
取
組
み
と
し
て
、
中

学
校
の
教
師
が
小
学
校
に
出

向
い
て
理
科
や
算
数
の
授
業

を
行
っ
た
り
、
教
科
「
日
本

語
」
の
授
業
を
小
中
合
同
で

行
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
も
小
中

学
校
が
交
流
す
る
も
の
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
 

 

教
科
「
日
本
語
」
 

　
小
中
一
貫
教
育
の
大
き
な

柱
と
し
て
、
教
科
「
日
本
語
」

を
新
設
し
、
日
本
語
教
育
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
文
部
科
学
省
の
教

育
課
程
特
例
校
の
認
定
を
受

け
、
日
本
の
言
語
や
文
化
に

親
し
む
事
に
よ
り
日
本
語
の

持
つ
美
し
さ
や
、
日
本
人
が

持
っ
て
い
る
感
性
、
情
緒
を

養
い
、
日
本
人
と
し
て
の
教

養
を
身
に
つ
け
、
わ
が
国
の

言
語
や
文
化
を
継
承
し
新
た

な
創
造
へ
と
、
繋
い
で
い
く

態
度
を
育
て
る
事
を
目
標
と

し
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 所
感
 

　
鳥
栖
市
の
小
中
一
貫
教
育

は
学
力
の
向
上
な
ど
、
取
り

組
み
の
効
果
は
あ
る
と
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
 

　
本
町
で
も
小
中
一
貫
教
育

的
な
こ
と
は
可
能
で
は
な
い

か
、
ま
た
、
先
生
の
多
忙
化

に
繋
が
り
か
ね
な
い
が
、
相

互
乗
り
入
れ
の
授
業
は
、
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
と
感
じ

た
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま

し
た
。
 

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
平
成
30
年
10
月
29
日
、
30
日

に
委
員
7
人
と
職
員
3
人
で
佐
賀
県
鳥
栖
市
及
び
熊
本
県
山

鹿
市
を
訪
問
し
、
所
管
テ
ー
マ
に
関
す
る
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
 

小学校教諭でもある指導主事による説明 

大変参考になる取組みを勉強できました 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
研
修
報
告
 

委
員
長
　
酒
井
　
正
宗
 

施
設
分
離
型
小
中
一
貫
教
育
 

佐
賀
県
鳥
栖
市
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知
症
支
援
策
 

熊
本
県
山
鹿
市
 

 視
察
地
の
概
要
 

　
山
鹿
市
は
熊
本
県
北
部
に

位
置
し
、
福
岡
県
と
大
分
県

に
隣
接
し
た
人
口
約
5
万
3

千
人
の
ま
ち
で
す
。
北
部
に

は
山
林
、
南
部
に
は
田
園
が

広
が
る
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ

で
す
。
 

　
人
口
は
毎
年
減
少
し
、
現

在
35
・
6
%
の
高
齢
化
率
は
、

2
0
2
5
年
に
は
、
38
・

7
%
に
達
す
る
見
込
み
と
の

こ
と
で
す
。
 

 取
り
組
み
の
概
要
 

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
人

材
育
成
、
支
援
体
制
の
整
備
、

地
域
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
、
地
域
の
拠
点
づ
く
り

を
4
つ
の
柱
に
各
種
施
策
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

　
人
材
育
成
で
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
の
企
画
・
実
施
の
ほ
か
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
認
知
症

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
小
中
高
と
学
校
施
設
で

の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
講
座
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
 

　
地
域
の
拠
点
づ
く
り
で
は
、

認
知
症
の
人
が
参
加
し
、
地

域
住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
自

然
に
ふ
れ
あ
い
、
理
解
す
る

場
と
な
る
サ
ロ
ン
活
動
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
サ
ロ
ン
は
10
人
〜
20
人
程

度
の
集
ま
り
で
、
地
区
公
民

館
等
の
ほ
か
、
地
域
住
民
の

方
の
自
宅
等
を
利
用
し
て
き

め
細
か
い
活
動
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
は
1
6
0
カ
所
ほ

ど
の
サ
ロ
ン
が
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
る

こ
と
で
、
出
会
う
機
会
の
な

か
っ
た
人
同
士
の
繋
が
り
や
、

新
た
な
関
係
性
が
出
来
上
が

る
事
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
 

 

所
感
 

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
と
い

う
避
け
ら
れ
な
い
現
実
に
対

し
、
早
い
時
期
か
ら
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
を
巻
き
込
ん

だ
人
材
育
成
、
地
域
の
支
援

体
制
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
る
姿
勢
は
、
本
町
の
認
知

症
対
策
に
も
参
考
に
な
る
も

の
と
感
じ
ま
し
た
。
 

し
ゅ
ん
 せ

つ
 と

 

す
 

や
ま
 

が
 

おおぐち議会だより　No.218
平成  31年1月25日発行 

おおぐち議会だより　No.218
平成  31年1月25日発行 13 12



平
成
30
年
10
月
25
日

に
名
古
屋
市
国
際
展

示
場
に
お
い
て
、
交
通
安
全

高
齢
者
自
転
車
愛
知
県
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
 

　
本
大
会
は
江
南
警
察
署
管

内
で
輪
番
制
に
よ
り
3
年
に

1
回
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
 

　
大
会
で
使
用
す
る
自
転
車

は
24
イ
ン
チ
と
決
ま
っ
て
お

り
、
今
回
の
出
場
チ
ー
ム
は

出
場
す
る
た
め
の
自
転
車
を

入
手
す
る
の
に
苦
労
さ
れ
た
。

江
南
警
察
署
に
大
会
用
自
転

車
を
用
意
し
て
も
ら
え
る
よ

う
要
望
で
き
な
い
か
。
 

江
南
警
察
署

は
後
援
の
立

場
の
た
め
購
入
す
る
予
定
は

な
い
と
の
こ
と
。
犬
山
署
管

内
で
は
交
通
安
全
協
会
犬
山

支
部
が
数
年
前
に
用
意
し
て

い
る
た
め
、
交
通
安
全
協
会

江
南
支
部
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

　
今
後
は
江
南
警
察
署
を
通

じ
て
交
通
安
全
協
会
江
南
支

部
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
 

昨
年
の
浚
渫
工
事
は

予
算
が
足
り
ず
予
定

の
約
半
分
し
か
で
き
て
い
な

い
。
残
り
の
部
分
に
つ
い
て

も
浚
渫
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
県
へ
要
望
を
。
 

町
内
の
五
条

川
の
全
域
に

お
い
て
、
土
砂
の
堆
積
状
況

が
著
し
い
流
水
阻
害
と
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、
定
期
的

に
安
全
を
確
認
し
、
必
要
に

応
じ
て
浚
渫
し
て
も
ら
う
よ

う
、
県
に
働
き
か
け
て
い
る
。
 

 

堤
防
の
草
刈
り
は
地

域
団
体
が
行
う
部
分

は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
が
、

県
が
行
う
部
分
が
中
途
半
端

な
刈
り
方
で
あ
る
。
特
に
右

岸
側
を
し
っ
か
り
切
る
よ
う

に
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

県
が
管
理
し

な
く
て
は
な

ら
な
い
箇
所
の
草
刈
り
に
つ

い
て
は
、
維
持
管
理
の
予
算

に
制
約
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

堤
防
の
り
面
の
崩
れ
等
の
安

全
確
認
を
行
う
た
め
年
1
回

し
か
行
っ
て
い
な
い
。
 

　
堤
防
に
生
え
る
雑
木
の
伐

採
や
草
刈
り
の
要
望
が
あ
れ

ば
、
そ
の
都
度
、
県
に
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
今
後
も

引
き
続
き
早
急
な
伐
採
を
要

望
し
て
い
く
。
 

宮
田 

宮
田 

宮
田 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

スラローム競技に挑む大口町チームの選手 

堤防の中腹より下側に雑草が繁茂 
（河北地内） 

早期の浚渫が望まれる五条川（河北地内） 

大会用自転車の購入を江南警察に要望できないか 
地域協働部長 江南警察を通じて交通安全協会江南支部に働きかける 

高齢者自転車大会 
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を
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、
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ど
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企

業
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毎
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人
同
士
の
繋
が
り
や
、

新
た
な
関
係
性
が
出
来
上
が

る
事
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
 

 

所
感
 

　
人
口
減
少
と
高
齢
化
と
い

う
避
け
ら
れ
な
い
現
実
に
対

し
、
早
い
時
期
か
ら
大
人
か

ら
子
ど
も
ま
で
を
巻
き
込
ん

だ
人
材
育
成
、
地
域
の
支
援

体
制
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
る
姿
勢
は
、
本
町
の
認
知

症
対
策
に
も
参
考
に
な
る
も

の
と
感
じ
ま
し
た
。
 

し
ゅ
ん
 せ

つ
 と

 

す
 

や
ま
 

が
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（1） 

（2） 

 

（3） 

（4） 

 

（5） 

導入による主なメリット 

議会クイズの答え 

電子化に伴い、過去の議事録・資料等を有効活用した会議運営が可能になる。 

議案等の印刷に係る事務作業が軽減される（差替えを含む）。 

※議案等の印刷に係る年間の職員人件費について約60万円と試算。 

ペーパーレス化による印刷費用等の削減効果がある（カラー表示が容易）。 

通常の会議に限らず、議会広報の校正等の議会活動において有効活用が見込

まれる。 

タブレットにデータを保存し住民に説明する際等、議員活動においての有効活

用が見込まれる。 

①町民　②1人　③15人　④4年　⑤ユーチューブ 

当日の出題内容の一例 

①町議会議員 だれが選ぶ？ 

（町長／町民） 

②町議会議員 現在の女性議員は何人？ 

（1人／2人） 

③町議会議員 定数は？ 

（15人／18人） 

④町議会議員 任期は何年？ 

（4年／6年） 

⑤町議会 取り組んでいる情報発信は？ 

（ツイッター／ユーチューブ） 

答えは下欄 

　
議
会
で
は
紙
資
源
の
節
約

と
経
費
の
削
減
、
お
よ
び
議

員
と
職
員
の
情
報
共
有
を
目

的
と
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を

利
用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会

議
シ
ス
テ
ム
を
平
成
30
年
第

8
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）

よ
り
導
入
し
ま
し
た
。
 

　
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
昨

年
1
月
に
議
員
3
人
及
び
役

場
職
員
3
人
で
構
成
さ
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
す
で
に
導
入
し
て

い
る
議
会
の
視
察
の
ほ
か
、
 

製
品
の
デ
モ
を
行
い
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
は
タ
ブ
レ

ッ
ト
を
使
用
し
て
初
め
て
行

う
会
議
と
い
う
こ
と
で
心
配

す
る
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

無
事
に
会
議
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
を
導
入
！
 

　
昨
年
も
大
口
町
議
会
で
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
皆
さ
ん

に
、
議
会
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
、
平
成
30
年

11
月
3
日
開
催
の
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
に
て
議
会
ク
イ
ズ
を

実
施
し
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の
み

な
さ
ま
に
議
会
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
い
、
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
で
議
会
ク
イ
ズ
を
実
施
！
 

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は
、

平
成
30
年
9
月
定
例
会
に
お

い
て
継
続
審
査
と
し
た
、「
臓

器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
書
」
を
審
議
す
る
に
あ

た
り
、
臓
器
移
植
の
現
状
に

つ
い
て
勉
強
す
る
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
た
め
、
平
成
30
年
11

月
26
日
に
公
益
社
団
法
人
日

本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

よ
り
講
師
と
し
て
事
業
部
長

の
林
昇
甫
氏
を
お
招
き
し
、

日
本
の
臓
器
移
植
の
現
状
と

問
題
点
に
つ
い
て
の
講
義
を

受
け
ま
し
た
。
 

　
こ
の
勉
強
会
に
は
、
委
員

以
外
の
議
員
や
、
関
係
部
署

の
職
員
も
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
臓
器
移
植
の
基
本
的
な
こ

と
か
ら
、
日
本
の
臓
器
移
植

に
お
け
る
課
題
等
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
 

臓
器
移
植
の
現
状
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
！
 

　
平
成
30
年
11
月
15
日
と
26

日
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
大
口
町
仲
沖
で
航
空
機
部

品
な
ど
の
金
属
加
工
を
手
掛

け
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、

㈱
カ
マ
タ
製
作
所
さ
ん
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
代
表
取
締
役
の

鎌
田
基
弘
氏
か
ら
、
金
属
の

か
た
ま
り
か
ら
削
り
出
さ
れ

た
部
品
を
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た

製
品
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

か
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

工
場
内
を
案
内
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
 

　
町
内
に
は
、
素
晴
ら
し
い

技
術
を
お
持
ち
の
企
業
が
数

多
く
あ
り
、
ま
ち
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
 

　
今
後
も
、
企
業
の
声
を
直

接
聴
く
こ
と
で
、
議
会
と
し

て
も
何
か
の
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
 

町
内
企
業
見
学
を
行
い
ま
し
た
！
 

し
ょ
う
 

ほ
 

議　会 
あれこれ 

その他の議会の 
出来事を 

お知らせします 

この勉強会では、さっそくタブレットを活用しました 

定例会最終日の本会議の様子。各議員の席にはタブ
レットが並んでいます 

全問正解を目指して！！ 

松江市に寄贈された堀尾吉晴公のアルミ
削り出しプレートも手掛けられました 

素晴らしい加工技術の一端を拝見させていただき
ました 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で名前を書くだけ 

議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

取材を終えて 
　先生の生きがいは、クラブ員の人たちが笑顔
で楽しくお花を生ける姿を見ることだそうです。 
　いつまでも健康でご活躍されますよう頑張っ
てください。　　　　　　　　　　　（鈴木義彦） 

私たちと一緒に活動してみませんか！！ 

真剣なまなざしでお手本を見せる先生 

　今回、豊田地区のイベントには欠かせない存
在となっている、茶華道クラブの皆さんを取材
しました。 
 
♪　クラブ発足のきっかけは？ 

　昭和48年に始まった金助桜まつりのおり、
豊田区公民館にて婦人会員として、いけ花展
示と抹茶を振舞うことになりました。その後、
昭和54年に豊田学共ができた際に、茶華道ク
ラブを発足させました。 

 
 

♪　茶華道クラブのお稽古はどこでやってみえ
ますか？ 
　豊田学共にて、毎月第2、第4土曜日に午後
7時から10時までお稽古をしています。 

　現在、会員を募集していますので、興味の
ある方はお気軽にお越しください。 

 

♪　現在の活動状況は？ 
　多くの方に親しんでもらえるよう、保育園、
児童センター、JA、高齢者施設、ハートフル
大口等に伺っています。 
　今年は愛知県民茶会にも参加し、茶会の作
法の勉強も行いました。 

議会報告会を開催しました 
一般質問 「企業誘致のPR方法は」 

 「高齢者肺炎球菌ワクチンの救済措置を」ほか 
議会あれこれ　「ペーパーレス会議を導入！」 

「町内企業を見学」ほか 

～
～

～ No.218
平成31年1月25日 
発行：愛知県大口町議会 

No.218
平成31年1月25日 
発行：愛知県大口町議会 

議会だより 議会だより 井上豊子先生と茶華道クラブの皆さん 
～45年続く金助桜まつりとともに～ 

表紙の写真 
　年少の園児たちにとっ
て初めての生活発表会。 
　ドキドキしている様子
でしたが、温かい拍手を
もらってうれしそうな表
情です。 

（平成30年12月1日撮影 
大口中保育園） 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
3月定例会予定 

2月28日（木） 提案説明 

3月 4日（月） 一般質問 

3月 6日（水） 一般質問 

3月 8日（金） 質疑 

3月11日（月） 質疑・委員会付託 

3月13日（水） 総務建設常任委員会 

3月15日（金） 文教福祉常任委員会 

3月22日（金） 討論・採決 
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